
項目
評価

評価判断理由・実施状況等
年度
評価

指摘・意見等

学生の受入れに関する目標を達成するための措置

＜学部・短期大学部・大学院共通＞ ＜学部・短期大学部・大学院共通＞
1）アドミッション・ポリシーを令和 6 年度入学者選
抜との整合性から必要な改正を行い周知する。

2）改正後のアドミッション・ポリシーを入学案内（パ
ンフレット）及びホームページに掲載する。

3）アドミッション・ポリシーに沿った入学者選抜を実
施する。

4）学生募集の強化を目的に、洗練された完成度の
高いホームページへのリニューアルへ向けプロ
ジェクトチームを結成し、準備を始める。

【指標】
・入学定員充足率 100％を確保
・入学者に対する地域内比率：30％以上

【指標】
・入学定員充足率 100％を確保

＜学部・短期大学部共通＞
1）オープンキャンパス、高校説明会（訪問）、進学
相談会など市内外を問わず実施・参加する。特に
市内周辺地域を中心とした参加は積極的に行い、
高校説明会（訪問）では、市内周辺の高校を中心
に過去の実績を加味し、入学に繋がる高校を選択
の上訪問し、各学部学科の積極的な紹介・周知を
図る。
2）高大連携プログラムを活用し、大学見学の受入
れを行い市内外の中学・高校に対して特別講座を
実施する。
3）新学習指導要領によって実施される『令和 7 年
度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト』の
利用選抜について、その改訂内容を予告する。

4）アドミッション・ポリシーに合った意欲ある学生を
確保するため、令和 5 年度の入学者選抜結果を
分析し、入学者選抜方法の検討を行う。

【指標】
・オープンキャンパス年 2 回以上実施

・大学見学受入れ実施目標：13 校以上（過去 5 年
実績：平均 12 校）

・特別講座実施目標：高校 44 講座以上（過去 5
年実績：平均 43 講座）
 中学 12 講座以上（過去 5 年実績：平均 11 講座）

1）アドミッション・ポリシーを周知するため、本市地
域をはじめ、北海道内外へ広く効果的な広報活動
及び学生募集活動を実施する。
2）改正後のアドミッション・ポリシーを入学案内（パ
ンフレット）及びホームページに掲載する。
3）アドミッション・ポリシーに沿った入学者選抜を実
施する。
4）学生募集の強化を目的に、洗練された完成度の
高いホームページへのリニューアルへ向けプロ
ジェクトチームを結成し、準備を始める。

年度計画小項目評価　【１　教育等に関する目標を達成するための措置】

＜中期目標　教育等に関する目標＞
⑴ 学生の受入れに関する目標
教育の特長や求める学生像について，本市をはじめとして広く周知することで，学ぶ意欲をもった学生の確保に努めるとともに，資格取得等の様々な目的をもった社会人や留
学生等，多様な人材の受入れを推進する。

中期計画 令和５年度　年度計画

法人による自己点検・評価 評価委員会による評価
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